
絵馬作成 

初詣 

新年茶会 

１年生 ２階学習スペースでの宿題開始 

 

 

 

 

 

 １月が終わり、令和６年度も残すところ２ヶ月となりました。４月頃と比べてできる事が増え、児童クラブの良さで

もある異年齢で遊ぶ場面をよく見かけます。 

 さて、先日は今年度初めての試みでもある保護者ミニ講習会＆交流会にご参加いただいた保護者の皆様、ありがとう

ございました。１時間という時間ではありましたが、子育てのヒントがあったのではないでしょうか。 

 来年度に向けて２月に令和７年度継続入会児童保護者面談を予定しています。令和６年度末で退会するお子さんは６

名おられます。残りの時間を一日一日大切に、楽しい思い出がたくさんできるように、子どもたちの成長を見守りなが

ら支援していきたいと思います。 

 

 

 １月７日（火）午前中に宇美神社へ初詣に出かけました。当初６日

（月）に予定していましたが、雨天延期となり、７日（火）は小雪の舞

う中でしたが、グループごとにリーダーが先頭、サブリーダーが最後尾

となり、歩いて参拝しました。みんなどんな願い事をしたのでしょうか。 

 

 

 一人一人絵馬を作成し、願い事を書きました。 

「かん字をがんばりたい」「けいさんを たくさんした

い」「今年も学校とのびのびで たのしく生かつしたい」

「今年もみんな、元気で楽しいことがたくさんありますように」など、様々な願い事が書かれていました。みんなの願

いが叶いますように！！ 

 

 

 １月14日（火）新年茶会をしました。まずお饅頭を食べ、その後職員の

点てた抹茶を頂きました。新年茶会ということについて「お正月は１月３

日までじゃないの？」と言う子もいましたので、「お正月はいつまでかは３日までとする考え方もあるけれど、15日

までを『松の内』とよび、そこまでをお正月とするところもあるよ。」と話しました。 

ほとんどの子が喜んで参加し、自分で抹茶を点ててみたいという子もいて、良い機会になったようです。 

 

 

今年度入学後から１月まで、1年生は学習時間、１階のクラブ室で宿題をしていました。毎年２年生になる前に、学

習スペースの２階で宿題することに変更しています。２階での学習時間は、上級生の姿を見ながら宿題をするため、今

までと違った雰囲気になります。 

 そのほかにも、新年度に向けて新一年生を迎えるための準備を子どもたちと一緒に取り組んでいきます。 

ご自宅でも日々の児童クラブでの様子など聞いてみて下さい。きっと今までより成長したお子

さんのお話が聞けると思います。 

 

 

のびのび児童クラブだより 

令和6年度2月号 



ほっこりエピソード㉖  

保護者ミニ講習会＆交流会 

ほっこりエピソード㉗ 

ほっこりエピソード㉘ 

１月～３月の目標「自分で考えて、まわりのことを思って行動する」 

 

 

 １月17日（金）保護者ミニ講習会＆交流会を行いました。島根県東部発達障害者支援センター ウィッシュ公認心

理師・臨床心理士の岩橋さんに講師をお願いして、７名の保護者の方にご参加いただき「子どもとのかかわり方～今よ

り少し過ごしやすくなるために～」というタイトルでお話していただきました。 

 途中、保護者さん同士で意見交換する場面もあり、日頃の悩みなど、わきあいあいと話しておられました。 

みなさん、日々お子さんに向き合いながら、悩みながら頑張って子育てされている様子が伝わってきました。 

保護者の方のアンケートには「今回の研修に参加して心が休まる時間となった」「他の

保護者さんとも関われる貴重な時間となった」「普段は生活に流されて立ち止まって考

える時間がなかなか取れず、良い機会となった」など、ご意見を頂きました。 

今後も継続して開催していきたいと考えています。 

 

 

 のびのび児童クラブでは、子どもたちが日々過ごす中で成長過程に応じた目標を立てて支援しています。 

１月から３月の目標は「自分で考えて、まわりのことを思って行動する」としました。 

年度末に向かい、今年度４月スタート時に比べ、異年齢での関わりが増え、できる事が多くなっていきました。新年

度に向かって準備する中で、自分達で考えることも増えてきます。まわりをよく見ておもいやりの気持ちを持ちながら

日々過ごせるように声掛けしていきます。 

～のびのび児童クラブで、心がほっこり暖かくなったエピソードを紹介します～ 
 

 

 ４年生Ｓさんから「いままでのびのび児童クラブに子どもは何人来た？」「６年生までのびのび児童クラブに来た人

はいる？」と質問がありました。その問いに確かに何人のお子さんと出会い、関わってきたかなと振り返るきっかけと

なりました。 

令和２年４月に開所してから令和６年度までの５年間で、実利用児童数は89人、延べ利用児童数は181人でした。

たくさんの子どもたちと、日々いろんな話をして、遊んで、成長の様子を見守ってきたなと思い出す良い時間となりま

した。  

 

 

 冬休み期間中に休んでいた３年生Ｎさんが久しぶりに登所した日に、２年生Ｓさんが「Ｎ君だ。Ｎ君が来た。」と、

とても嬉しそうな表情をして話しかけていく姿がありました。最近、ドッジボールや将棋など一緒に遊ぶ姿をよく見て

いましたが、異学年で遊ぶ姿はとても微笑ましいと改めて感じる場面でした。 

 

 

 新年度に向けて準備をするなかで、クラブ室に置いてあったソファを本の部屋に移動しました。読書が好きな子もい

る中で、本の部屋でゆっくり読書できる時間を確保したいという思いから変更しましたが、その説明をした時に、４年

生から「じゃあ、本の部屋に洗濯物を干すことも、本の部屋の目的とは違うのではないか」と意見がありました。お！

鋭い！と思いながら、季節柄天候が悪くウッドデッキに干せないこと、物干しをクラブ室内に置いて干すことが難しい

ことを伝えました。３年生、４年生になると想定できない質問・意見がでてきます。そういった言葉のキャッチボール

も楽しい時間です。 

 

 



 

 

 

 

 

   

 

＜お知らせ・お願い＞ 

 

☆ ２月行事について 

２月３日（月）豆まき会 

２月４日（火）イカの一夜干し作り 

２月14日（金）平田小学校授業公開訪問 （今津、金山） 

２月17日（月）～28日（金）令和７年度継続入会児童保護者面談 

２月20日（木）集金袋配布   

 

☆ 職員研修について 

２月８日（土）９日（日）令和６年度都道府県等認定資格研修講師養成研修 （原） 

２月４、12、18日 放課後児童支援員認定資格研修 オンライン（梅木） 

２月13日（木）コドモンカレッジ「特性のある子どもが見ている世界とは？」（原） 

２月16日（日）令和６年度放課後児童支援員等キャリアアップ研修 （原） 

２月21日（金）全国こどもの健全育成リーダー養成研修 オンライン （原） 

 

☆ 寄付寄贈について 

保護者の方から工作に使う水引、ラップの芯、紙類を寄贈していただきました。 

大切に使わせていただきます。ありがとうございました。 

 

☆ 職員について 

１月31日付で山根秀支援員補助は退職しました。大変お世話になりありがとうございました。 

２月１日から出雲市シルバー人材センターの長廻のぶ子さん、大峠
おおごえ

恵子さんが支援員補助として 

勤務しますのでお知らせします。 

のびのび児童クラブ めざす姿 

① 気持ちの良いあいさつ、返事、言葉遣いができる子 

② 人の話を聞くことができる子 

③ 自分の思いを表現できる子 


